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提言にあたって 第8グループ【生涯学習・スポーツ分野】

たち第�グループでは、生ֶ֔श・スϙࢲ
ーπ෼໺について、「生ֶ֔श」「スϙーπ」
「ਤॻؗ」の�つのテーマに෼け、શ�ճにわ
たり、ٞ࿦をॏͶました。
ۙ೥、新型コロφ΢イルス感છ঱の感છ֦
大をػܖに、新しい生活様ࣜがఆணし、ಇき
方、฻らし方、झຯなど、人々のライフスタ
イルや価値؍がଟ様化しています。スϙーπ
෼໺では、౦ژ �0�0 Φリンピック・パラリ
ンピックڝ技大ձが։࠵されたことをػに、
スϙーπにରするڵຯやؔ৺がより一૚高ま
るとともに、コロφՒを通じて݈߁にରする
ҙ識の高まりもݟられています。また、スマ
ートフォンなどの携帯情報୺຤のීٴに合わ
せ、5GやVR技術のਐ化など、デジタルࣾձ
のਐలは、۠ຽ生活に大きな変化をもたらし
ています。そうしたࣾձ変化も౿ま͑て、今
ճఏݴをऔりまとめました。
生ֶ֔शのテーマでは、ଟ様なੑݸや価値
、をଚॏし、୭もが、いつでも、どこでも؍
ࣗओ的なֶͼができるまちをめ͟して、ࡦࢪ
の方向ੑを͑ߟました。
۠ຽのニーズにあったֶश内容をॆ実する
ͩけでなく、ֶんͩ事を生かすため、۠ຽの
「ֶͼたい」と「͑ڭたい（得ҙ෼໺を活用し
たい・ֶんͩことを生かしたい）」をマッνン
グできる仕組みをつくるといった۩体的なऔ
組も͑ߟました。
スϙーπのテーマでは、୭もがࣗ෼にあった
スϙーπ活動にܰؾにָしくࢀՃでき、トッ
プアスリートとの交ྲྀやパラスϙーπ体験な
どを通じてスϙーπ΁のڵຯ、ؔ৺が༙き、
ଟ様ੑの理ղが޿がるまちをめ͟し、औ組を
。ました͑ߟ
まずは、スϙーπに਌しΉ環境やきっかけ
をつくることが大੾です。スϙーπの場のॆ

実やトップアスリートとの交ྲྀػձを֦ॆす
ることで、より਎ۙにスϙーπを感じること
ができ、۠ຽの݈߁につながると͑ߟていま
す。
ਤॻؗのテーマでは、ຊのିし出しを行う

ͩけでなく、幅޿い世代がֶͼ合い交ྲྀする
場としての活用や電子ॻ੶サービスのॆ実な
ど、生֔を通じて知的ح޷৺や୳ٻ৺があ;
れるまちをめ͟し、ࡦࢪの方向ੑを͑ߟまし
た。
子どもから大人まで೥ྸやো֐の༗ແにؔ

わらず、ଟ様な人々に「ಡॻ」に׳れ਌しん
でもらうため、おはなしձや࿕ಡձのॆ実、
新ץਤॻ঺հや࡞Ոによるトークイϕントの
։࠵など、ຊのି出しにཹまらない、ֶͼの
場や情報ൃ信ڌ఺としてのਤॻؗサービスの
֦ॆが必要です。
�つのテーマに共通する՝୊として、生ֶ֔

श࠲ߨ、スϙーπイϕント、電子ॻ੶サービ
スなど、۠のऔ組をよりଟくの人に知っても
らう仕組みが必要です。ϗームϖージ等طଘ
のൃ信方๏ͩけでなく、SNS の活用などੵۃ
的な޿報活動をਐめていくऔ組がॏ要です。
さらに、޿報活動もؚめ、ࢲたちが͛ܝた

ক来像の実現に向けては、行੓（۠ߓ）ͩけ
でऔり組Ήことにはݶքがあります。ொձ・
࣏ࣗձやࢢຽஂ体、ຽ間ا業、大ֶなど、ଟ
様なओ体と࿈携し、औ組をਪਐしていくこと
が大੾ͩとࢲたちは͑ߟています。
このఏݴが、ج۠ߓຊܭըに൓映され、生

ֶ֔श、スϙーπ、ਤॻؗをより਎ۙに感じ、
۠ຽが৺਎ともに݈߁で๛かさをڗडできる
まちになることをظ଴します。今ճのみなと
タ΢ンフォーラムをきっかけに、ࢲたちも今
Ճしていきたいとࢀの事業等΁ҙཉ的に۠ޙ
。っていますࢥ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ੜֶ֔श

•いつでもܰؾに生ֶ֔शࢪઃを活用できるようप知し、۠ຽのࢀ
Ճをサϙートしていく

•۠ຽがֶんͩことを生かす場と交ྲྀのॆ実をਤる
৭๛かでଟ様な۠ຽのニーズにあった、生ֶ֔शでऔり組みࡍࠃ•
たいֶͼを֦ॆしていく

ʲςʔマ�ʳ
εϙʔπ

•୭もがܰؾにࢀՃしたいときにࣗ෼に合ったスϙーπに਌しΉ環
境やきっかけをつくり、݈૿߁ਐにつな͛る

•จ化のҧいやࠃ੶、೥ྸ、ো֐の༗ແにؔわらずスϙーπを通じ
てଟ様な人の交ྲྀػձを創出する

のスϙーπ活動をよりଟくの人に知ってもらうための۠ߓにあるط•
仕ֻけをつくる

ʲςʔマ�ʳ
ਤॻؗ

•利用者のଟ様なニーズに応͑、ޮ཰よくຊをआりられる仕組みを
つくる

•ຊのି出しͩけでなく、ֶͼの場や情報のൃ信ڌ఺としてਤॻؗ
サービスを֦ॆする

•電子ॻ੶でऔりѻうタイトルを֦ॆし、サービスのೝ知౓の向上
をਤる

•子どもから高ྸ者・ো֐者などଟ様な人々に「ಡॻ」に׳れ਌し
んでもらうきっかけをつくる

۩ମతͳऔ૊
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「多様な価値観を持つ港区民の誰もが、いつでも、どこでも気軽に自主的な学びができ

るまち」
（2）「国際色豊かで多彩な人々がいる港区ならではの学びの場づくりができるまち」

ଟ様なจ化と人が共生する۠ߓで、ੑผやࠃ੶、೥ྸ、ো֐の༗ແにؔわらず、۠ຽ
のଟ様なੑݸ・価値؍をଚॏし、୭もが、いつでも、どこでも、ܰؾに、ָしくֶश
することができ、その੒Ռを生かすことができるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
核家族化、働き方の変容・就労形態の変化、デジタル化、新型コロナウイルスの感染拡大の
影響などにより、人々のライフスタイルが多様化するとともに、個人の価値観や趣味、興
味も多様化している。
・ಇき方の変容ɿ「パラレルキϟリア」「リスキリング」など、キϟリアの͑ߟ方や価値
が大きく変化؍
・֩Ո଒化・গ子高ྸ化ɿ子ҭてՈఉをऔりרくঢ়گやՈ଒をめ͙る変化
の人たちࠃ人が฻らす街であり、ҟจ化交ྲྀやଞࠃ化・グローバル化ɿଟくの外ࡍࠃ・
とコミュニέーションをとるػձも૿͑る
・μイバーシティˍインクルージョンɿଟ様な人々のੑݸがଚॏされる（ジΣンμーレ
ス・Τイジレスなどといったボーμーレス）
・人とのつながりのرബ化ɿۙ所付き合いのఔ౓の௿Լ、೔ৗ的な஍Ҭにおける交ྲྀの
গݮձがػ
・デジタル化ɿSociety5�0によるIoTや"I（人工知能）、ビッグデータなど新しい技術
がొ場し、࠲ߨの動ը配信など、ICTの活用による生ֶ֔श・ࣾձڭҭもਐめられて
いる

生涯学習で学んだことを生かす
場とニーズにあった学びの充実1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）区が実施する生涯学習に関する取組が区民に知られていない
・生ֶ֔शのऔ組そのものが実ࢪされていることが知られていない
・どこで、どのようなイϕントが行われているのか、ࢀՃ方๏なども知られていない
・生ֶ֔श࠲ߨの内容についてアンέートなどにより利用者のҙݟをे෼にฉく必要が
ある
Ճしやすい時間の配ྀが଍りていないࢀ・

（2）自分たちが学びたい分野やメニューが十分でない
・生ֶ֔शのテーマをॆ実させる必要がある（ྫɹ۠ߓの஍Ҭ、ັྗを知ってもらう、
ো֐者ֶशࢧԉなど）
・೥ྸの֞ࠜをӽ͑た、世代間交ྲྀにつながるֶͼを実ࢪする必要がある
の人たちとコミュࠃならではのֶͼの場がॆ実していない（ྫɹҟจ化交ྲྀやଞ۠ߓ・
ニέーションなど）
・ֶͼのメニューなどにؔする۠ຽニーズの೺Ѳがे෼でない

（3）学んだことを生かす場が十分でない 
・生ֶ֔शでֶんͩ知識やスキルを実ફで生かすػձがॆ実していない

 4　施策の方向性
（1）いつでも気軽に生涯学習施設を活用できるよう周知し、区民の参加をサポートしてい

く
（2）区民が学んだことを生かす場と交流の充実を図る
（3）国際色豊かで多様な区民のニーズにあった、生涯学習で取り組みたい学びを拡充して

いく

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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 5　具体的な取組
（1）いつでも気軽に生涯学習施設を活用できるよう周知し、区民の参加をサポートしてい

く
ᶃप知のॆ実
・イϕント（生ֶ֔श）をଟ様な人々にࢀՃいたͩけるよう、世代に合わせて༗ޮな手
ஈ（SNSやϗームϖージ、デジタルサイネージなど）でप知をする
・マンション管理組合やொձ・࣏ࣗձと࿈携し、SNSなども活用し情報を幅޿くൃ信す
る
・実ࡍに行われた੝گなイϕント（生ֶ֔श）の様子を動ըなどで঺հしてप知する
ᶄࢀՃとサϙートの仕ֻけ
Ճできるよう૬ஊ体੍のॆ実をਤる（ྫɹ来ؗ者におすすめのイࢀに生ֶ֔शにܰؾ・
ϕント情報を঺հするなど、ࢪઃでコンシΣルジュする方を配ஔする）

（2）区民が学んだことを生かす場と交流の充実を図る
ᶃֶんͩことを生かす場のॆ実
・डߨにରして۠ߓからमྃূを༩͑る
・۠ຽの「ֶͼたい」と「͑ڭたい（得ҙ෼໺を活用したい・ֶんͩことを生かした
い）」をマッνングできるような仕組みをつくる
ᶄ交ྲྀする場のॆ実
・Φープンサロンのようなリアル（ର面）で交ྲྀできる場をఏڙする（ྫɹࣳのՈ）
୭でもܰؾにࢀՃできるֶͼのイϕントを։࠵する
ᶅデジタル活用
・リϞート։࠵をઃけるなど、よりଟくの方にࢀՃいたͩけるようICTやデジタルを活
用する

（3）国際色豊かで多様な区民のニーズにあった、生涯学習で取り組みたい学びを拡充して
いく
ᶃ仕組みとしかけ
・ֶͼのニーズを೺Ѳするため、アンέートなどのௐࠪを行う（ྫɹライフステージผ
ֶͼのニーズௐࠪなど）

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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ᶄ࠲ߨ・イϕント（生ֶ֔श）内容のॆ実
・人ؾの࠲ߨは複数ճ։࠵する
・小さい子どもから高ྸ者まで、実ࡍに体験・ֶशする場をॆ実する
するࢪを実࠲ߨらしいテーマ・手๏を用いた۠ߓ、のັྗを知ることができる場۠ߓ・
ライフステージผֶशを行う（ྫɹୀ職者をର৅とした஍Ҭを知るֶश、ಇいている
方向けのリスキリングにؔするֶश）
ᶅࡍࠃ৭๛かでଟ࠼な人々がいる۠ߓならではの࠲ߨのॆ実
・外ࠃ人にରする೔ຊを知る（ֶͿ）࠲ߨのॆ実
・外ࠃ人等と࿈携した、生きた外ޠࠃに;れるػձの創出や࠲ߨのॆ実
のॆ実࠲ߨのྺ࢙やจ化をֶͿ۠ߓ・

 6　参画と協働の推進
（1）イベント（生涯学習）のテーマを区民と一緒に企画する
・アンέートを実ࢪするなど、۠ຽがडߨしたいテーマを೺Ѳし、۠ຽが۠ߓ職һと共
にاըする

（2）他団体と連携し、幅広いテーマのイベント（生涯学習）を行う
・大ֶやا業、ࣾձڭҭஂ体、ࣾձ෱ٞڠࢱձ、۠ߓ体ҭڠձ、インターφショφルス
クール、大使ؗなどと࿈携し、ֶͼのॆ実をਤる

（3）学びを生かす場の充実、仕組みの構築
・生ֶ֔शでのֶͼのमྃ者や得ҙジϟンル（ྫɹ外ޠࠃ）を持つ۠ຽをొ࿥し、͑ڭ
るଆになる仕組みをつくることで、活༂の場を͛޿る（ྫɹ子ども৯ಊでのイϕント
（生ֶ֔श）など）
Ճするとクーϙンをもら͑ࢀՃできるよう、特యをઃける（ྫɿ�人以上でࢀにܰؾ・
るなど）

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「より多くの人の生活にスポーツが溶け込み、誰もが、自分にあったスポーツ活動に気

軽に楽しく参加でき、健康になれるまち」
（2）「トップアスリートとのスポーツ・パラスポーツの体験・交流を通して、スポーツへの興

味、関心が湧き、多様性の理解が広がるまち」
೥ྸやੑผを໰わず୭にでも਌しまれ、様々な形で人々の生活の中に༹けࠐみ、৺਎
の݈߁や生活のָしみとしてスϙーπにࢀՃできるまちをめ͟す。また、スϙーπ΁
のڵຯ、৺਎の݈ڧ・߁化ͩけでなく、様々な人とಉじルールのもとで共にָしΉこ
とで、ࣗࠃจ化・ࡍࠃจ化の理ղ、SDGsの実現など、スϙーπを通じてଟ様ੑの理
ղを͛޿ることをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
価値観や趣味の多様化、デジタル化に伴い、新たなルールやスタイルで行う競技をはじめ、
様々な活動をスポーツと捉え、自身の健康増進など多様な関わり方や楽しみ方が求めら
れている。
・価値؍のଟ様化ɿಇき方・฻らし方、झຯなどライフスタイル・価値؍がଟ様化して
いる
・デジタル化ɿSociety5�0によるIoTや"I（人工知能）、5GやVR技術など、デジタル
技術がਐ化しており、બ手のパフォーマンス向上などにつながっている
化・グローバル化ɿワールドΧップやΦリンピック・パラリンピックなどの世քࡍࠃ・
大ձを通じて、スϙーπのフΝンが૿͑ている

 3　実現に向けた課題
（1）スポーツ活動する場が十分でない
ઃ、グラ΢ンドがগないࢪにスϙーπをするܰؾ・
なる活用が必要であるߋઃ（体ҭؗやӡ動場）のࢪߍ೔のֶٳ・
・۠ओ࠵のスϙーπイϕントは、छ目がݶఆされている
・スϙーπηンター事業のఆһ・時間帯がݶఆ的である

スポーツに親しみ多様な人々
と交流する機会の充実2

テーマ
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（2）誰もが気軽に参加できる事業が十分でない
・ジΣンμーレス・Τイジレスなど֞ࠜを௒͑たଟ世代でスϙーπに਌しΉػձがগな
い
・パラスϙーπ・ゆるスϙーπがे෼に浸透してない
Ճできるスϙーπイϕントがগないࢀにܰؾਐのための૿߁݈・
業と࿈携した事業がे෼でないا・

（3）周知・啓発が十分でない
・۠の活動のप知がे෼でない
・۠事業のೝ知౓が௿い
ਐのޮՌやॏ要ੑについてप知する必要がある૿߁݈・
・事業の時間的੍約やର৅೥ྸなど、ࢀՃのϋードルが高い

 4　施策の方向性
（1）誰もが気軽に参加したいときに自分に合ったスポーツに親しむ環境やきっかけをつく

り、健康増進につなげる
（2）文化の違いや国籍、年齢、障害の有無に関わらずスポーツを通じて多様な人の交流機会

を創出する
（3）既にある港区のスポーツ活動をより多くの人に知ってもらうための仕掛けをつくる

テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実
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テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実

 5　具体的な取組
（1）誰もが気軽に参加したいときに自分に合ったスポーツに親しむ環境やきっかけをつく

り、健康増進につなげる
ᶃスϙーπの場やスϙーπࢦಋ者の֬อ
・大ن໛঎業ࢪઃなどのຽ間ࢪઃとڠಇしたスϙーπイϕントの։࠵
・スϙーπ大ձのリϞート։࠵
・஍Ҭのスϙーπਪਐҕһやো֐者スϙーπのࢦಋһをはじめとしたスϙーπࢦಋ者や、
管理者（ݟकり）のҭ੒、֬อ
ᶄスϙーπ活動に਌しΉきっかけͮくり
・୭もがࢀՃできるスϙーπの場ͮくり
・スϙーπイϕントにࢀՃする特యなど、イϕントにࢀՃしたくなる仕組みをつくる
・スϙーπࣨڭのॆ実
・公共ࢪઃやスϖースなどを活用したスϙーπイϕントの֦ॆ（ྫɹ੔උされたಓ࿏で
サイクリングをָしΉイϕントなど）
ᶅスϙーπを਎ۙにし、݈૿߁ਐにつな͛る
・小中ֶߍプールやߍఉでのスクールࣨڭ։࠵
・スϙーΧル活動のࢧԉのॆ実
ᶆܰؾにࢀՃできる仕組みͮくり
Ճはできない方（小さいお子さࢀՃのϋードルをԼ͛た仕組みͮくり（ྫɹ೔中のࢀ・
んを持つՈఉやฏ೔೔中にಇいている方）΁の༦方・໷の時間のスϙーπイϕントの
։࠵や、ॳめての方がࢀՃしやすい仕組みͮくりなど）

（2）文化の違いや国籍、年齢、障害の有無に関わらずスポーツを通じて多様な人の交流機会
を創出する
ᶃトップアスリートとの交ྲྀػձのॆ実
・Φリンピアン、パラリンピアン、プロスϙーπબ手といったトップアスリートと交ྲྀ
ձの創出ػ
・トップアスリートのൃ۷をࢹ໺にೖれた交ྲྀػձの創出
ᶄࠃ੶を໰わずଟ様な人が֞ࠜをӽ͑た交ྲྀػձを創出
・パϒリックビューイングのॆ実
࠵交ྲྀにつながるようなスϙーπイϕントの։ࡍࠃやจ化をӽ͑たޠݴ・
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ᶅパラスϙーπ�ゆるスϙーπ�eスϙーπ
・スϙーπ体験ձのॆ実
・ೕ༮ࣇからシニアまでָしめるӡ動ػձのॆ実

（3）既にある港区のスポーツ活動をより多くの人に知ってもらうための仕掛けをつくる
ᶃੵۃ的な޿報活動
・۠ϗームϖージのॆ実などにより、۠内のスϙーπؔ࿈情報を෼かりやすくワンスト
ップでݟることができるޮՌ的な情報のൃ信
・SNSによる情報ൃ信のॆ実
・ϗームϖージやSNSなどでࢪઃ利用者やイϕントࢀՃ者の体験ஊ公։
・۠ͩけでなく、ଞスϙーπஂ体が։࠵しているスϙーπؔ࿈活動の1R

 6　参画と協働の推進
（1）多様な主体の「協働」によるスポーツ大会の企画
・۠ຽと۠の૒方がおޓいにର等な立場でاըや४උ、ӡӦなどにؔわるଟ様なओ体の
ըするاによるスϙーπ大ձを「ಇڠ」

（2）地域のスポーツ活動への協力
・஍Ҭ（スϙーπサークル・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合など）で行われる様々
なスϙーπ活動΁のサϙートを行う

（3）他団体との連携
・ීஈスϙーπにؔわらないஂ体もؚめ、様々なஂ体（۠ߓスϙーπ;れあいจ化݈߁
業など）と࿈携し、スϙーπに৮れا、ߍֶ、ձٞڠࢱձ、ࣾձ෱ڠ体ҭ۠ߓ、ஂࡒ
るػձのॆ実をਤる

テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「図書館が学びの場や気軽に集える場として活用され、交流や情報の受発信拠点としてデ

ジタル化が加速し、生涯を通じて知的好奇心が刺激されるまち」
ຊをಡみたい、ษڧしたい۠ຽがूい、ֶͼ合う場や幅޿い世代の交ྲྀができる場の
創出をめ͟す。
また、ਤॻؗがଟछଟ様なࢿྉや情報がूੵするڌ఺となるよう、電子ਤॻのਪਐを
ਐめるなど、生֔を通じて知的ح޷৺や୳ٻ৺があ;れるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
デジタル化、動画普及による紙媒体離れ、価値観の多様化など、社会環境が大きく変化し、
図書館に対するニーズも複雑化・多様化している。
・デジタル化ɿ携帯情報୺຤や公ऺແ線-"Nのීٴにより、インターネット環境がॆ実
し、電子ॻ੶のಋೖもਐめられている
・ಡॻ཭れ・活ࣈ཭れɿスマートフォンやタϒレット୺຤のීٴ、生活環境の変化や様々
なメディアのൃୡ・ීٴなどをഎܠとして「ಡॻ཭れ」「活ࣈ཭れ」がࢦఠされている
・価値؍のଟ様化ɿಇき方・฻らし方、झຯなどライフスタイル・価値؍がଟ様化して
いる

 3　実現に向けた課題
（1）図書館の魅力やサービスの周知が十分でない
・利用できるサービス内容や仕組みのप知がे෼でない
・ਤॻؗのັྗや༗用ੑ、ಡॻの良さ、ؔ৺を高めるためのऔ組がे෼でない
・これまでਤॻؗを利用していなかった۠ຽ΁の利用֦大をਤるࡦࢪがे෼でない
・外ࠃ人΁のର応が手ബい
・ֶ生がおしΌ΂りしながらษڧできるスϖースがগない
・人ؾਤॻのି出しのճస཰がѱい	

（2）電子書籍の普及が進んでいない
・電子ॻ੶のೝ知౓が௿く、ීٴがे෼でない
・電子ॻ੶でआりたいຊがआりられない（଴ちظ間が௕い）	

利用者の多様なニーズに応じ
た図書館サービスの拡充3

テーマ
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（3）活字離れ、読書離れが進んでいる
・特にएい世代を中৺に、動ըコンテンπがීٴしたことにより、活ࣈ཭れがىきてい
る
・ಡॻよりもマンΨ・ήーム΁の෩ைとなっている

 4　施策の方向性
（1）利用者の多様なニーズに応え、効率よく本を借りられる仕組みをつくる
（2）本の貸出しだけでなく、学びの場や情報の発信拠点として図書館サービスを拡充する
（3）電子書籍で取り扱うタイトルを拡充し、サービスの認知度の向上を図る
（4）子どもから⾼齢者・障害者など多様な人々に「読書」に慣れ親しんでもらうきっかけを

つくる

テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充
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テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充

 5　具体的な取組
（1）利用者の多様なニーズに応え、効率よく本を借りられる仕組みをつくる
ᶃࢪઃにؔすること
・ਤॻؗの։ؗ時間のݟ௚し（ಇいている方や子ҭてしている方などが来ؗしやすい時
間帯）
ᶄサービスにؔすること
・利用者のझຯやᅂ޷に合ったॻ੶・コンテンπを๛෋にऔりἧ͑る
・来ؗ、ି出しなどのਤॻؗ利用に応じて特యが得られಡॻ΁のؔ৺を向上させる仕組
みͮくり
・利用者のҙݟを౿ま͑た、ޮ཰的なຊのି出しができるルールͮくり
ᶅޮ཰良くຊをआりられる仕組み
・新ץや人ؾਤॻのॆ実などにより電子ॻ੶サービスをߋにਪਐする
・ฦ٫#0Xの֦ॆなどにより、ຊのି出しをޮ཰的に॥環する

（2）本の貸出しだけでなく、学びの場や情報の発信拠点として図書館サービスを拡充する
ᶃイϕントのॆ実や交ྲྀػձのఏڙ
・新ץਤॻの঺հや࡞Ոによるトークイϕントの։࠵
・リϞートࢀՃ可能なイϕントの։࠵
・ຊのリサイクルのॆ実
・「Կでも۠ߓ౾知識データలࣔコーφー」のઃஔ
ᶄ来ؗϞνϕーション向上のための工෉を行う
・ਤॻؗにซઃしているΧフΣなどのັྗもซせてൃ信し、来ؗ΁のϞνϕーション向
上とਤॻؗの価値やັྗを高める工෉をする
ᶅप知・ൃܒのॆ実
化するڧ立ਤॻؗの8&#サイトを活用した情報ൃ信を۠ߓ・
・ਤॻؗػ能やサービスを利用した人の感૝やޱコミを۠の8&#サイトやSNSなどで
ൃ信する
・マンションࣔܝ板やਤॻؗೖりޱにਤॻؗサービスなどの情報をࣔܝし、ਤॻؗのັ
ྗをൃ信する
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（3）電子書籍で取り扱うタイトルを拡充し、サービスの認知度の向上を図る
ᶃଟ様なओ体と࿈携した電子ॻ੶のॆ実
・電子ॻ੶でऔりѻうタイトルを֦ॆする
・۠内小中ֶߍと電子ॻ੶を活用した࿈携（電子ॻ੶のීٴ）
ᶄ電子ॻ੶の1R
・電子ॻ੶のサービス内容や予約方๏などシステムの使用方๏を෼かりやすく఻͑る

（4）子どもから⾼齢者・障害者など多様な人々に「読書」に慣れ親しんでもらうきっかけを
つくる
ᶃ子どもや高ྸ者、ো֐者などの大人向けのಡみฉかせػձのॆ実
・子ども向けにおはなしձを実ࢪする
・子どもによるおはなしձを行うなど、ຊに਌しΉ場をつくる
・大人向け࿕ಡձや࿥Իਤॻをॆ実させる（ྫɹֶ生による࿕ಡのػձなど）

 6　参画と協働の推進
（1）民間企業や大学などと連携し学びの場や交流の場の充実を図る
・ଟ様なओ体（専門ਤॻؗ、大ֶ、ຽ間ا業など）と࿈携し、利用者の利ศੑの向上を
ਤることでより਎ۙにਤॻに৮れるػձをつくる
・より਌しまれるਤॻؗを目ࢦし、幅޿く利用者ニーズを೺Ѳし、ਤॻؗサービスのよ
り良いվળにつな͛ていく

テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充
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開催経過

ճ਺ ։࠵೔࣌ ಺༰

ୈ�ճ 令和4年10月11日（火）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہ঺հ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月25日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生ֶ֔श」にؔするٞ࿦
検౼テーマの֬ೝ
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
՝୊の検౼と方向ੑの֬ೝ
औ組内容と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月8日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「スϙーπ」にؔするٞ࿦
検౼テーマの֬ೝ
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月15日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ਤॻؗ」にؔするٞ࿦
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月6日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ第4ճの内容֬ೝについて
╚ テーマ「生ֶ֔श」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月20日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「スϙーπ」のまとめ
╚ テーマ「ਤॻؗ」のまとめ

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について

ୈ�ճ 令和5年1月24日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻҊのௐ੔について（テーマ1ʙ�）
╚ そのଞࢿྉの֬ೝについて
「ఏݴにあたって」のϖージ
ఏݴॻൃදスライド
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